
十

巻

本

「
高

野

大

師

行

状

図

画

」

の
写

本

に

つ

い

て
1
延
暦
寺
本
を
中
心
に
ー

塩

出

貴

美

子

十
巻
本

「
高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
諸
本

高
野
大
師
こ
と
弘
法
大
師
空
海
の
伝
記
を
表
し
た
絵
巻
に
は
、
種
々
の
作
品
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
内
容
や
巻
数
の
相
違
に
よ

っ
て
、
次
の
五
系
統
に
分
類
さ
れ
て

(1
)

い
る
。①

高
祖
大
師
秘
密
縁
起

十
巻

②
高
野
大
師
行
状
図
画

六
巻

③
高
野
大
師
行
状
図
画

十
巻

④
弘
法
大
師
行
状
絵
詞

十
二
巻

⑤
高
野
大
師
行
状
図
画

(版
本
)

十
巻

本
稿
で
取
り
上
げ
る
十
巻
本
は
、
こ
の
う
ち
③
の
系
統
に
当
た
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
既
に
、
②
の
増
補
本
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
④
⑤

の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ

　　
　

し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
十
巻
本
の
系
統
は
、
⑤
の
版
本
を
除
く
と
、
最
も
多
く
流
布
し
た
も

の
で

あ
り
、
比
較
的
多
く
の
作
品
が
知
ら
れ
る
。
長
谷
宝
秀
氏
の

「弘
法
大
師
絵
伝
目

録
」
に
は
、
完
本
、
あ
る
い
は
完
本
に
近

い
も
の
と
し
て
、
元
応
元
年

(
=
二
一

九
)
の
年
記
を
持

つ
高
野
山
惣
持
院
本
を
は
じ
め
と
し
、
同
親
王
院
本

(年
代
不

明
)、
大
蔵
寺
本

(延
徳
二
年
、

一
四
九
〇
)、
宝
集
寺
本

(永
正
三
年
、

一
五
〇

六
)
、
随
心
院
本

(江
戸
初
期
)、
高
野
山
桜
池
院
本

(安
永
十
年
、

一
七
八

こ

　ヨ
　

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
惣
持
院
本
は
同
目
録
作
成
時
に
は
紛
失
し
て
お

り
、
そ
の
模
本
と
さ
れ
る
親
王
院
本
も
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
新

た
に
延
暦
寺
本

(応
永
十
四
年
、

一
四
〇
七
)
、
金
剛
福
寺

・
久
保
家
分
蔵
本

(応
永
二
十
二
年
、

一
四

一
五
)
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
白
鶴
美
術
館
本

　　
　

(元
応
元
年
、

一
三

一
九
)
の
全
巻
写
真
が
公
刊
さ
れ
た
。
特
に
白
鶴
美
術
館
本

は
、
現
存
作
品
の
中
で
最
も
古

い
年
記
を
持

つ
点
で
、
ま
た
惣
持
院
本
と
同
じ
筆

者
目
録
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紛
失
し
た
惣
持
院
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能

　
ら

　

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
、
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

さ
て
、
十
巻
本
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
鹿
島
繭
氏
が
詞
書
と
図
様
の
比

較
と

い
う
見
地
か
ら
分
類
を
試
み
ら
れ
、
「直
接
転
写
を
示
す
分
類
で
は
な

い
」

　　
　

と

さ

れ

た

上

で

、
次

の
よ
う

に
結

論

さ

れ

た

。
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第

一
種

旧
三
大
寺
本

・
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
本

第
二
種

地
蔵
院
本

(六
巻
本
系
統

)
↓
白
鶴
美
術
館
本

第
三
種

延
暦
寺
本
↓
宝
集
寺
本

第
四
種

金
剛
福
寺

・
久
保
家
本
↓
大
蔵
寺
本

右

の
分
類
は

一
応
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
れ
に
異
論
を
唱
え
る

も

の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
個
々
の
作
品

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に

つ
い
て
も
、
ま
だ
充
分
に
論
じ
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

文
明
六
年

(
一
四
七
四
)
の
年
記
を
持

つ
新
出
本

(京
都
市
個
人
蔵
)
の
紹
介
を

か
ね
て
、
改
め
て
十
巻
本
の
諸
本
に
つ
い
て

一
考
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
鹿
島
氏
が
第

一
種
に
分
類
し
た
三
大
寺
家
旧
蔵
本

・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本

は
、
十
巻
本
の
中
で
は
孤
立
し
た
異
本
的
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別

(7
)

(8
)

稿
で
論
じ
る
。
ま
た
第
二
種
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
残
る
第
三
種
と
第
四
種
の
作
品
を
検
討
す
る
が
、
金
剛
福
寺

・
久
保

家
分
蔵
本
は
、
現
在
、
所
在
不
明
と
な

っ
て
お
り
、
内
容
の
確
認
が
で
き
な
か

っ

た
の
で
除
外
す
る
。
ま
た
長
谷
氏
の
目
録

の
中
に
は
、
江
戸
時
代
の
作
品
が
二
点

含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
室
町
時
代
の
も
の
に
限
定
す
る
た
め
省
略
す
る
。
し

　
　
　

た
が
っ
て
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

延
暦
寺
本

十
巻

応
永
十
四
年

(
一
四
〇
七
)

個
人
蔵
本

十
巻

文

明

六

年

(
一
四
七
四
)

大
蔵
寺
本

十
巻

延

徳

二

年

(
一
四
九
〇
)

宝
集
寺
本

九
巻

(第
五
巻
欠
)

永

正

三

年

(
一
五
〇
六
)

考
察
に
当
た

っ
て
は
、
ま
ず
諸
本
の
概
要
を

一
覧
す
る
。
次
に
、
四
点
の
中
で

は
最
古
の
作
品
と
な
る
延
暦
寺
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
図
様
を
白
鶴
美
術
館
本
と

比
較
す
る
。
最
後
に
、
右
の
結
果
を
踏
ま
え
て
他
三
点
の
図
様
を
検
討
し
、
作
品

相
互
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

諸
本
の
概
要

(
一
)
延
暦
寺
本

滋
賀
県
大
津
市
延
暦
寺
の
所
蔵
品
で
、
最
近
ま
で
叡
山
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
東
塔
の
国
宝
殿
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
十
巻
が
完
存
す
る
も
の
と

し
て
は
、
現
存
作
品
中
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
錯
簡
が
二
箇
所
に
あ
り
、

一
つ
は

第
三
巻
の
第
二
紙
す
な
わ
ち
第

一
段

「渡
天
礼
拝
釈
尊
事
」
の
詞
の
途
中
に
、
第

八
巻
第
七
段

「皇
嘉
門
額
事
」
の
絵
の
後
半
部
が
窟
入
す
る
。
も
う

一
つ
は
、
第

三
巻
第
九
段
に
お
い
て
詞
と
絵
が
逆
順
に
な

っ
て
い
る
。

第
十
巻
の
巻
末
に
次

の
奥
書
が
あ
る

(図
1
)。

「右
此
十
巻
絵
、
奉
為
大
師
報
恩
、
所
書

写
也
。
縦
難
有
借
用
之
事
、
不
可
出
於
他
所

レ

一

レ

レ

レ

ニ

一

者
也
。
後
見
人
々
、
可
唱
十
念
給
耳
。

ト

　

ト
　

案

+
四
嘉

九
月
廿

百

、
願
王
成
仏
院
当
住
用
阿

執
筆
慶
阿
。

画
工
仙
阿
。」
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図
2

個
人
蔵
本

第

一
巻
奥
書

図
3

個
人
蔵
本

第
十
巻
奥
書

こ
れ
に
よ
り
、
本
絵
巻
は

成
仏
院
の
用
阿
が
大
師

へ
の

報
恩
の
た
め
に
書
写
さ
せ
た

も
の
で
、
た
と
え
借
用
の
申

し
出
が
あ

っ
て
も
他
所

へ
出

す

こ
と

は
禁

じ
て

い
た
こ

と
、
詞
は
慶
阿
が
、
ま
た
絵

は
仙
阿
が
書
写
し
た
こ
と
、

完
成
し
た
の
は
応
永
十
四
年

(
一
四
〇
七
)
九
月

で
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
用
阿
、

慶
阿
、
仙
阿

に
つ
い
て
は
、

三
人
と
も
阿
弥
号
で
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
何
れ

も
不
詳
で
あ
る
。
成
仏
院
に
つ
い
て
は
、
十
巻
本
に
は
惣
持
院
本
な
ど
高
野
山
に

関
係
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
高
野

山
内
の
成
仏
院

(後
の
宝
城
院
)
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

絵
は
大
和
絵
の
伝
統
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
仏
菩
薩
に
は
金
泥
を
塗
る
な
ど
の

細
や
か
さ
を
見
せ
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
に
比
べ
る
と
、
筆
致
も
彩
色
も
粗
略
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
料
紙
の
表
面
が
傷
ん
で
い
る
た
め
に
、
文
字
が
か
す
れ
、

彩
色
の
剥
落
し
た
箇
所
が
あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

(二
)
個
人
蔵
本

京
都
市
の
個
人
が
所
蔵
さ
れ
る
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

作
品
で
あ
る
。
第
二
巻
第
七
段
の
絵
か
ら
同
第
八
段
の
詞
に
か
か
る
部
分
の
料
紙

　
　
　

二
枚
を
欠
失
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
完
存
す
る
。
第
七
巻
第
七
段

「秘
鍵
解
題
事
」

と
同
第
八
段

「権
者
自
称
事
」
の
絵
が
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
錯
簡
で

は
な
く
、
製
作
時
に
お
け
る
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
巻
の
巻
末
に
次

の
奥
書
が
あ
る

(図
2
)。

「西
光
院
之
内
光
福
院
惣
常
住
也
。」

ま
た
、
第
十
巻
の
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る

(図
3
)。

「
子
時
文
明
五
年
九
月
十
八
日
、
図
画
書
写
令
始
行
之
。

レ

レ

レ

レ

同
六
年
押
九
月
廿

一
日
、
功
終
畢
。

画
像
筆
者
大
館
殿

紹
正
。

[
目
ー

]

文
字
筆
者
賢
頂
房

良
宥
。
」

第
十
巻
の
奥
書
は

一
部
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
残
る
字
形
か
ら
、
そ

の
内
容
は
第

一
巻
の
奥
書
と
同
じ
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
絵

巻
は
西
光
院
内
の
光
福
院
の
所
蔵
品
で
あ
り
、
文
明
五
年

(
一
四
七
三
)
九
月
か

ら
翌
六
年
九
月
ま
で
の

一
年
間
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
、
絵
は
大
館
殿
紹
正
が
、
詞

は
賢
頂
房
良
宥
が
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紹
正
、
良
宥
に
つ
い
て
は
不
詳

で
あ
る
。
西
光
院
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
高
野
山
の
西
光
院
谷
、
あ
る
い
は
高
野
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図
4

大
蔵
寺
本

第

一
巻
奥
書

山
往
生
院
谷
の
西
光
院
が
注

禦郷
逮

絵
は
笙

巻
第
五
段
ま
で

は
大
和
絵
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
降
は
大
和
絵
に
水
墨
画
を

加
味
し
た
よ
う
な
画
風
に
変

わ
り
、
岩
や
樹
木
の
墨
厳
が

強
調
さ
れ
る
。
奥
書
に
は
紹

正
が

一
人
で
描

い
た
と
あ
る

が
、
は
じ
め
の
五
段
は
別
筆

の
可
能
性
が
山口同
い
。
白
鶴
美

術
館
本
に
比
べ
る
と
粗
略
に

図
5

宝
集
寺
本

第

一
巻
奥
書

な
っ
て
は
い
る
が
、
人
物
表

現
は
的
確
で
あ
り
、
水
流
に

も
巧
み
な
波
形
が
表
さ
れ
て

い
る
。
第
九
巻
第
七
段

「大

師
号
事
」
に
見
ら
れ
る
水
墨

の
荷
葉
図
屏
風
も
興
味
深
い
。

(三
)
大
蔵
寺
本

奈
良
県
宇
陀
郡
大
蔵
寺

の
所
蔵
品
で
あ
る
。
十
巻
が
完
存
し
、
錯
簡
も
な
い
。

第

一
巻
の
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る

(図
4
)。

「夫
、
大
師
之
利
生
広
播
奇
特
於
三
掴
、
厭
高

二

貴
之
行
状
具
呈
図
画
於
十
軸
。
適
披
覧
之
輩

必
列
三
会
之
法
莚
、
僅
聴
聞
之
人
当
生
九
品
之
浄

一
」

レ

一
一

刹
。
若
為
見
聞
結
縁
、
麺
難
許
借
用
於
院
牢
、

一

レ

一二

一
一

不
可
出
此
本
於
門
外
。
堅
守
寄
進
志
趣
之
掟
、
末

レ

レ

三

一

一

一

代
可
為
当
院
重
宝
耳
。

レ

奉
寄
附
称
名
院
御
宝
前
高
野
大
師
行
状
記

一
部
拾
巻
。

レ

　

右
奉
施
入
者
、
蘇
鵬
嚇
蘇
難
焔鷲

、

所
時
延
徳
二
稔
頗
五
月
吉
日
、
雄
王
鰍
。

仁
和
寺
真
乗
院

偶
題
奥
書
依
或
所
望
書
之
。
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
覚
遍
。」

ロ

レ

第
十
巻
の
巻
末
に
も
同
文
の
奥
書
が
あ
り
、
ま
た
第
二
巻
か
ら
第
九
巻
の
巻
末

に
は
、
右
の
末
尾
四
行
に
あ
た
る
部
分
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
製
作
事
情
を
伝

え
る
の
は
こ
の
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
絵
巻
は
道
継
と
妙
慶
が
施
主
と

な

っ
て
延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)
五
月
に
称
名
院
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

偶
題
と
奥
書
は
仁
和
寺
真
乗
院
の
覚
遍
が
書
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
継
と
妙

慶
、
称
名
院
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
詞
書
と
絵
の
筆
者
に
つ
い
て
は
何

も
記
さ
れ
て
い
な

い
。

絵
は
大
和
絵
の
伝
統
を
引
く
も
の
で
、
人
物
の
輪
郭
は
細
線
で
丁
寧
に
描
か
れ
、
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衣
服
に
も
細
や
か
な
文
様
が
描
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
背
景
と
な
る
風

景
に
は
太
く
抑
揚
の
あ
る
描
線
を
多
用
し
、
特
に
岩
の
描
写
に
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
。

(四
)
宝
集
寺
本

石
川
県
金
沢
市
宝
集
寺
の
所
蔵
品
で
あ
る
。
第
五
巻
を
欠
失
す
る
が
、

は
完
存
し
、
錯
簡
も
な
い
。

第

一
巻
の
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る

(図
5
)
。

「

永
正
三
年
丙
寅
九
月
廿

一
日
。

他
九
巻

出
羽
國
山
北
雄
勝
郡
冶
舘
菩
提
寺
住
侶
律
僧

宗
賢
房
圖
書
之
。
臆
而
被
蹄
國

、̀
畢
生
。
年
廿
八
歳
。

づ

　

レ

文
字
者
永
舜
書
爲
之
。
爲
令
怯
久
住
也
。

ニ

レ

　

本
願
経
智
坊
永
舜
房
成
快
。」

ま
た
、
第
十
巻
の
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る

(図
6
)。

「出
羽
國
山
北
雄
勝
郡
冶
舘
菩
提
寺
之

住
侶
小
比
丘
弘
演
、
假
名
宗
賢
、
生
年

廿
八
歳
、
法
年
八
歳
。
凡
喜
見
難
榛
参
詣

レ

レ

レ

露
地
、
深
秘
之
殊
勝
感
、
山
中
乞
食
而
三
ケ
年
、

難
母
其
功
、
偏
欲
祈
出
離
、
時
々
邊
堂

艦
小
縁
。

レ

圖
書
彼

記
、
併
奉
免
當
來
御
引
撮
者
也
而
已
。

　
　

レ

リ

　

永
正
三
年
師
九
月
廿

百

。

高
野
山

一
心
院
於
五
坊
経
智
坊
、
文
字
如
形

　

レ

染
秋
毫
。
右
筆
成
快
永
舜
、
送
春
駄
六
十
二
歳
。」

こ
れ
に
よ
り
、
絵
の
筆
者
で
あ
る
宗
賢
房
弘
演
は
、
本
絵

巻
を
描
い
た
後
、
出
羽
国
に
帰
り
二
十
八
才
で
亡
く
な

っ
た
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こ
と
、
詞
は
高
野
山

一
心
院
谷
の
五
坊
経
智
坊
に
お
い
て
永
舜
房
成
快
が
書
写
し

た
こ
と
、
本
絵
巻
は
永
正
三
年

(
一
五
〇
六
)
九
月
に
完
成
し
た
こ
と
な
ど
が
知

ら
れ
る
。
な
お
第
十
巻
の
奥
書
の
後
に
は

コ

帝
王
高
野
山
御
幸
之
事
」
と
題
す

る
貼
紙
が
あ
り
、
寛
治
二
年

(
一
〇
八
八
)

の
白
河
院
か
ら
正
和
二
年

(
=
一二

三
)
の
御

(後
)
宇
多
院
ま
で
、
計
九
回
の
御
幸
の
年
月
日
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
巻
の
巻
末
に
次

の
筆
者
目
録

が
あ
る

(図
7
)。

「高
野
大
師
御
檜
詞
執
筆
人
々

(中
略
)

絵
師
金
岡
末
葉
左
衛
門
尉
光
康
子
息
有
康
。

右
依
為
惣
持
院
重
宝
、
轍
不
可
出

寺
内
者
也
。

レ

ニ

レ

レ

元
応
元
年
己
未
八
月

日
。」

こ
れ
に
よ
り
、
本
絵
巻
は
惣
持
院
所
蔵

の
原
本
か
ら
派
生
し
た
写
本
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
筆
者
目
録
は

「弘
法
大
師
絵
伝
目
録
」
所
載
の
惣
持
院
本

と
そ
の
模
本
で
あ
る
親
王
院
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、

本
絵
巻
の

「惣
持
院
」
が
高
野
山
の
惣
持
院
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

　な

た
白
鶴
美
術
館
本
第

一
巻

の
巻
頭
に
も
同
じ
も
の
が
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
が

惣
持
院
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
持

つ
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
当
否

は
保
留
す
る
と
し
て
も
、
白
鶴
美
術
館
本
と
宝
集
寺
本
が
同
系
統
に
属
す
る
作
品

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
上
述
の
延
暦
寺
本
、
個
人
蔵
本
、
大

蔵
寺
本
に
は
、
こ
の
筆
者
目
録
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
宝
集
寺
本
を

こ
れ
ら
三
本
に
直
接
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

他
本
は
何
れ
も
詞
書
に
漢
字
交
じ
り
の
平
仮
名
文
を
用
い
る
が
、
本
絵
巻
は
漢

文
調
が
強
く
、
送
り
仮
名
に
片
仮
名
を
用
い
る
点
が
異
色
で
あ
る
。
絵
は
大
和
絵

の
技
法
に
よ
り
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
岩
や
樹
木
に
は
墨

っ
ぽ
い
表
現
が

見
ら
れ
る
。

三

延
暦
寺
本
の
図
様
-
白
鶴
美
術
館
本
と
の
比
較
1

次
に
、
右
で

一
覧
し
た
四
点

の
中
か
ら
、
制
作
時
期
が
最
も
古

い
延
暦
寺
本
を

取
り
上
げ
、
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
と
比
較
し
て
み
よ
う

(図
9
～
26
は
延
暦
寺

(
12
)

本
)
。例

え
ば
I
1

1

「
誕
生
事
」

(
ロ
ー
マ
数
字
は
巻
、
算
用
数
字
は
段
を
表
す
。

以
下
同
。
)
を
見
る
と
、
屋
形
の
門

・
母
屋

・
馬
小
屋
の
配
置
を
は
じ
め
、
庭
木

と
そ
の
枝
に
止
ま
る
鶏
、
母
屋
の
中
で
眠
る
大
師
の
両
親
、
そ
の
夢
の
中
に
現
れ

た
僧
形
の
聖
人
、
さ
ら
に
は
別
室
の
二
人
の
武
士
に
至
る
ま
で
、
各

モ
チ
ー
フ
に

は
強
い
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
延
暦
寺
本
の
図
様

(図
17
)
が
白
鶴
美
術
館
本

の
系
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
厳
密
に
言
え

ば
、
延
暦
寺
本
は
大
師

の
父
を
描

い
て
い
な
い
。
ま
た
縁
側
の
犬
も
描
き
落
と
し

て
お
り
、
他
に
も
細
部
に
微
妙
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
図
様

の
対

応
関
係
を
次
の
三
種
に
分
類
し
、
順
次
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

A

場
面
の
内
容
に
関
わ
る
異
同
が
あ
る
も
の
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B

場
面
の
内
容
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
図
様
の

一
部
に
比
較
的
顕
著
な
異

同
が
あ
る
も
の

1

主
要
モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
も

の

2

周
辺
モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
も

の

C

基
本
的
な
図
様
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の

分
類
の
結
果
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に

「誕
生
事
」
は
、

一
見
す
る

と
C
の
よ
う
で
あ
る
が
、
大
師
の
父
と
い
う
重
要
な
モ
チ
ー
フ
が
欠
落
し
て
い
る

点
に
注
目
し
、
B
1
に
分
類
し
た
。

表1.白 鶴美術館 本 と延暦寺本の

図様の対応関係

段
巻

1HmWV皿X

1Bl

 

CACB1

 

CCB2B2

 

C

2CCAB1

 

AB2

 

CCB2

 

C

3B2B2

 

CCCCCCB2

 

C

4CB2B1

 

CCCC賜B2Bi

5BI

 

CC琳CB2B2B2B2B2

6CB2

 

琳CB2

 

CB1B2

 

CA

7CCCB2

 

ACB2

 

CC

8CB1B2B2

 

CCB2

9C

10

 

C

11

 

A

12

BZ

 

CB2

CCC

CCB2

CC

一9は 白鶴美術館本 の絵 欠。

(
一
)
図
様
比
較
A

場
面
の
内
容
に
関
わ
る
異
同
が
あ
る
も
の
は
、
次
の
六
段
で
あ
る
。

I
1

11

「明
星
入
口
事
」
(図
8

・
9
)

大
師
の
口
に
明
星
が
入
る
と

い
う

奇
瑞
が
あ
り
、
海
に
吐
き
出
す
と
金
色
の
光
が
残

っ
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
段
で

あ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
、
画
面
右
に
山
中
の
岩
屋
に
い
る
大
師

(①
)
を
、
左

に
浜
辺
の
住
房
に
い
る
大
師

(②
)
を
描

ー

).
そ
の
住
房
の
障
子
藩

鱗

灘
薫

脚
蝶

鰻

狸
鐸

図8白 鶴美術館本1-11明 星入口事

う
ど
①
②
の
中
間
あ
た
り
に
あ
る
岩
の
陰

か
ら
放
射
状
に
発
す
る
光
を
描
く
(図
9
)。

こ
れ
は
海
に
残

っ
た
と
い
う
金
色
の
光
で

あ
る
。
こ
こ
で
①

の
内
容
に
注
目
す
る
と
、

白
鶴
美
術
館
館
本
で
は
、
明
星
入
口
の
前

に
語
ら
れ
て
い
る
諸
処
で
の
修
行
を
表
す

も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
延
暦
寺
本

で
は
、
金
色
の
光
を
見
て
い
る
の
は
実
は
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①
で
あ
り
、
②
は
逆
の
方
向
を
見
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
画
面
上
で
は
、
①
が
明

星
を
吐
き
出
し
た
後
で
、
②
は
明
星
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
。
延
暦
寺
本

で
は
、
明
星
の
表
現
に
生
じ
た
異
同
が
、
こ

の
よ
う
に
場
面
本
来

の
意
味
を
変
質

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

皿
i
1

「渡
天
礼
拝
釈
尊
事
」

(図
10
)

在
唐
中
の
大
師
が
神
童
に
勧
め
ら

れ
、
白
馬
、
青
羊
、
飛
車
を
乗
り
継
ぎ
、
老

翁
に
出
会

っ
た
後
、
鉢
に
導
か
れ
て

霊
山

(霊
鷲
山
)
に
至
り
、
釈
迦
の
真
容
を
拝
す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
段
で
あ

る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
以
上
の
行
程
を
逐
次

的
に
絵
画
化
す
る
。
延
暦
寺
本
も
同

様
で
あ
る
が
、
鉢
に
導
か
れ
る
場
面
に
大
師

の
姿
が
な
い
。
し
か
も
老
翁
よ
り
左

に
描
か
れ
る
べ
き
鉢
を
、
右
に
あ
る
飛
車

の
前
方
に
描

い
て
い
る
の
で
、
ま
る
で

飛
車
が
鉢
に
先
導
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
恐
ら
く
は
転
写
の
際
に
大

師
を
描
き
漏
ら
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ

た
鉢
を
、
転
写
を
重
ね
る
際
に
飛
車
の
先
導

役
に
仕
立
て
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
考
え
る
と
、
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
の
間
に
は
、
少
な
く
と
も
も

う

一
本
の
写
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

m
1
2

「大
師
御
入
壇
事
」

(図
11
)

大
師
が
恵
果
か
ら
潅
頂
を
受
け
る
段

で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
で
は
、
僧
列
に
先
導
さ
れ
て
堂
に
向
か
う
の
は
恵
果

一

人
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
師
の
姿
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
延
暦
寺
本
は
主
役
不
在
の

画
面
に
飽
き
足
ら
な
か

っ
た
ら
し
く
、
恵
果

の
後
ろ
に
大
師
を
描
き
加
え
て
い
る
。

ま
た
列
に
加
わ
る
僧
の
数
も
十
人
ほ
ど
増
え
、
荘
重
さ
が
加
わ
る
。

V
1
2

「稲
荷
契
約
」

(図
12
)

柴
守
長
者

(稲
荷
大
明
神
の
化
身
)
が
東

寺
に
大
師
を
訪
ね
る
と

い
う
事
蹟
を
表
す
段
で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
、
①
大

師
が
長
者
を
出
迎
え
る
と
こ
ろ
、
②
供
応
す
る
と
こ
ろ
、
③
東
南
の
山

へ
案
内
す

る
と
こ
ろ
、
以
上
三
場
面
を
右
か
ら
②
①
③

の
順
に
描
く
。
さ
ら
に
③
の
左
方
に
、

既
に
で
き
あ
が

っ
た
社
殿
を
配
す
る
が
、
延
暦
寺
本
は
①
を
省
略
し
た
構
成
を
と

る
。
そ
の
結
果
、
右
か
ら
左

へ
展
開
す
る
だ
け
の
す
っ
き
り
し
た
構
成
に
な

っ
た

と
言
え
る
が
、
そ
れ
が
意
図
的
な
変
更
で
あ

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
遺
漏

で
あ

っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

V
i

7

「南
円
堂
鎮
」

(図
13
)

興
福
寺
南
円
堂
の
側
に
塔
を
建
て
る
時
、

地
中
か
ら
金
銅
の
筥
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
段
で
あ
る
。
白
鶴
美

術
館
本
は
、
①
地
を
掘
る
と
こ
ろ
、
②
筥
を
運
ぶ
と
こ
ろ
、
以
上
二
場
面
を
描
く
。

延
暦
寺
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
の
①
で
人
夫
た
ち
を
指
揮
し
て
い

た
男
に
対
応
す
る
人
物

の
手
に
、
既
に
筥
が
持
た
れ
て
い
る
点
に
相
違
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
白
鶴
美
術
館
本
の
①
は
筥
の
発
見
前
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
、
延
暦

寺
本
で
は
発
見
後
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
大
差
な
い
が
、
時

間
的
な
差
に
注
目
し
て
A
に
分
類
し
た
。

X
1
6

「高
野
山
臨
幸
」
(図
14
)

白
河
院
の
高
野
山
臨
幸
を
表
す
段
で
あ

る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
、
画
面
上
を
右
か
ら
左

へ
進
む
行
列
と
僅
か
な
遠
山
を
描

く
だ
け
の
簡
潔
な
構
成
で
あ
る
。
延
暦
寺
本
も
同
様
の
場
面
を
描
く
が
、
そ
の
前

に
川
の
流
れ
と
伽
藍
な
ど
の
風
景
を
添
え
、
後
に
は
高
野
山
の
大
門
か
ら
奥
院
に

至
る
風
景
を
展
開
さ
せ
る
。
そ
し
て
大
門
前
に
は
主
の
い
な
い
輿
と
休
息
す
る
輿

丁
た
ち
を
、
門
の
内
に
は
白
河
院
の

一
行
が
列
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
き
添
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延

暦

寺

本

「
高

野

大

師

行

状

図

画

」

図
9

1
1

11
明
星
入

口
事

'

図

10

皿
1

1
渡
天
礼
拝
釈
尊
事

図11

皿
1

2
大

師

御

入
応

23



図

12

V

2

'

図

轟
肇
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'

25



26



 

 

27



28



皿
1

6
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え
る
。
す
な
わ
ち
延
暦
寺
本
は
第
二
場
面
を
追
加
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
高
野
山
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
に
も
重
点
を
置
い
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
六
例
に
つ
い
て
は
、
1
-

11

「明
星
入
口
事
」
は
特
定

の
モ
チ

ー
フ
の
表
し
方
に
異
同
が
生
じ
る
も
の
、

m
-

1

「渡
天
礼
拝
釈
尊
事
」
と
V
1

2

「稲
荷
契
約
」
は
、
延
暦
寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
の

一
部
を
欠
落
す
る

も
の
、
逆
に
m
-
2

「大
師
御
入
壇
事
」
と
X
1
6

「高
野
山
臨
幸
」
は
、
延
暦

寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
に
他
の
モ
チ
ー
フ
を
追
加
す
る
も

の
、
そ
し
て
V

1
7

「南
円
堂
鎮
」
も
こ
れ
に
準
じ
る
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に

は
、
過
失
と
思
わ
れ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
故
意
に
変
更
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、

ま
た
何
れ
か
判
断
し
難
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
六
例
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、

そ
れ
ら
の
異
同
は
何
れ
も
図
様

の

一
部
に
留
ま

っ
て
お
り
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、

延
暦
寺
本
の
図
様
は
、
や
は
り
白
鶴
美
術
館
本
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

い

う
こ
と
で
あ
る
。

(二
)
図
様
比
較
B

次
に
、
場
面
内
容
に
関
わ
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
図
様
の

一
部
に
比
較
的
顕
著

な
異
同
が
あ
る
例
を
見
て
み
よ
う
。
1
の
主
要
モ
チ
ー
フ
と
は
、
場
面
の
内
容
に

直
接
的
に
関
わ
る
人
物
や
事
物
、
例
え
ば
大
師
や
大
師
が
会
う
人
々
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
以
外

の
従
者
や
見
物
人
な
ど
は
、
周
辺
モ
チ
ー
フ
と
し
て
2
に
分
類
す
る
。

な
お
、
背
景
と
な
る
建
物
や
風
景
も
周
辺

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
生
じ
た

異
同
は
挙
げ
れ
ば
際
限
が
な
い
の
で
、
原
則
と
し
て
無
視
す
る
。
B
1
の
例
は
十

一
段
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
段
は
B
2
と
重
な
る
。
そ
の
三
段
を
含
め
て
、
B
2
に

は
二
十
八
段
が
該
当
す
る
。

ま
ず
、
B
1
の
例
か
ら
検
討
す
る
。
W
1

5

「宗
論
事
」
(図
15
)
は
、
清
涼

殿
で
の
論
争
の
際
に
大
師
が
即
身
成
仏
を
顕
現
し
た
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
そ
の

時
の
大
師
の
姿
を
、
白
鶴
美
術
館
本
は
大
日
如
来
そ
の
も
の
と
す
る
が
、
延
暦
寺

　
ね
　

本
は
宝
冠
を
戴
く
僧
形
で
表
す
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館
本
で
は
大
師
を
礼
拝
す
る

僧
は
四
人
で
あ
る
が
、
延
暦
寺
本
は
七
人
と
す
る
。
詞
書
に
は

「比
丘
の
頭
の
上

に
五
智
宝
冠
あ
ら
は
れ

(中
略
)
七
宗
の
諸
徳
地
に
下
り
て
拝
謝
」
す
る
と
あ
る

の
で
、
延
暦
寺
本
の
方
が
詞
書
に
忠
実
な
図
様
で
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
七
僧

は
ま
だ
殿
上
に
あ
り
、
地
に
下
り
て
い
な
い
。
ま
た
V
1

1

「八
幡
約
諾
」
(図

16
)
は
、
大
師
が
東
大
寺
の
中
門
で
八
幡
大
菩
薩
に
会
う
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
は
八
幡
大
菩
薩
を
直
衣
姿
の
俗
人
と
す
る
が
、
延
暦
寺
本
は
僧
形

で
表
す
。
こ
の
場
合
も
、
延
暦
寺
本
の
方
が
適
切
な
図
様
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
右
の
二
例
は
、
延
暦
寺
本
が
教
義
的
な
見
地
か
ら
主
要
モ
チ
ー
フ
に
修
正
を

加
え
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

I
i

l

「
誕
生
事
」
(図
17
)
が
大
師
の
父
を
描

い
て
い
な

い
こ
と
は
、
先
述

の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
m
1

4

「守
敏
遣
護
法
事
」

(図
18
)
の
後
半
は
、
伝
法

を
盗
聴
し
よ
う
と
し
た
護
法
が
大
師
の
結
界
の
た
め
に
近
付
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
が
、
延
暦
寺
本
は
白
鶴
美
術
館
本
に
あ
る
護
法
の
引
き

返
す
姿
を
描

い
て
い
な
い
。
逆
に
皿
ー
4

「二
間
修
法
事
」

(図
19
)
で
は
、
白

鶴
美
術
館
本
は
大
師
の
姿
を
御
簾
の
中
に
隠
す
が
、
延
暦
寺
本
は
御
簾
を
上
げ
て
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大
師
を
表
す
。
以
上
三
例
も
主
要
モ
チ
ー

フ
の
表
現
上
の
異
同
で
あ
る
が
、
先
の

二
例
よ
り
は
単
純
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
構
図
に
注
目
す
る
と
、
W
1

2

「賀
春
山
生
木
」
(図
20
)
で
は
大
師

自
身
が
左
右
反
転
し
、
1
-

5

「明
敏
篤
学
事
」

の
第
二
場
面
で
は
大
師
と
岡
田

博
士
の
位
置
が
入
れ
替
わ
り
、
H
1

8

「虚
空
書
字
事
」
で
も
大
師
と
童
子
の
位

置
関
係
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
m
1

6

「恵
果
御
入
滅
事
」

で
は
、
白
鶴
美

術
館
本
は
大
師
を
恵
果
の
足
元
に
配
す
る
が
、
延
暦
寺
本
の
こ
の
部
分
に
は
人
の

姿
は
な
く
、
枕
元
に
集
ま
る
僧
の
中
の

一
人
が
大
師
に
描
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。

X
1

4

「博
陸
参
詣
」

(図
21
)
も
人
物
配
置
に
異
同
が
あ
る
例
で
あ
る
。
博
陸

は
関
白
の
唐
名
で
あ
り
、
藤
原
道
長
の
高
野
山
参
詣
を
表
す
段
で
あ
る
が
、
白
鶴

美
術
館
本
の
構
成
は
、
奥
院
ま
で

一
歩
三
礼

し
て
進
ん
だ
と
い
う
道
長
の
姿
を
二

度
繰
り
返
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
延
暦
寺
本
は
、
こ
の
二
人
の
道
長

を
廟
堂
の
前
に
並
列
し
て
描

い
て
い
る
の
で
、
画
面
上
で
は
、
異
な
る
二
人
の
人

物
が
同
時
に
礼
拝
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
以
上
の
例
は
、
何
れ
も
お
そ
ら
く

は
転
写
の
際
に
生
じ
た
写
し
崩
れ
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
x
1
4
は
、
そ
れ
が
場

面
内
容
を
歪
め
て
し
ま

っ
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

残
る

一
例
は
冊
1

6

「大
塔
建
立
事
」

(図
22
)
で
あ
る
。
高
野
山
に
大
塔
を

建
て
た
後
、
引
続
き
堂
舎
を
建
立
し
た
と

い
う
事
蹟
で
あ
る
が
、
延
暦
寺
本
は
白

鶴
美
術
館
本
よ
り
も
多
く
の
建
物
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
伽
藍
そ
の
も
の

を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
見
な
し
B
1
に
分
類
し
た
。

次
に
、
B
2
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
異
同
の
大
半
は
従

者
や
見
物
人
な
ど
の
数
が
増
減
す
る
も
の
で
あ
る
。
顕
著
な
も
の
を

一
例
だ
け
挙

げ
れ
ば
、
W
1
7

「高
雄
潅
頂
事
」

(図
23
)
で
は
、
列
を
な
す
僧
が
十
四
人
増

え
る

一
方
で
、
路
傍
に
座
す
見
物
人
は
四
人
減

っ
て
い
る
。
ま
た
登
場
人
物
の
多

い
段
で
は
、
人
物
の
配
置
に
も
異
同
が
生
じ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
H
1
6

「入
唐
入
洛
事
」

(図
24
)
で
は
、
合
計
人
数
に
は
変
化
が
な
い
が
、
各
人
物
は
完

全
に
は
対
応
し
得
な
い
。
こ
の
ほ
か
白
鶴
美
術
館
本
に
あ
る
モ
チ
ー
フ
を
変
化
さ

せ
た
り
、
新
た
に
異
な
る
モ
チ
ー
フ
を
描
き
加
え
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

皿
1
8

「大
師
榔
三
鈷
事
」
、
W
1
8

「隔
河
書
額
」
、
W
1

8

「権
者
自
称
事
」

(図
25
)、
W
1

11

「東
寺
勅
給
」
な
ど
が
該
当
す
る
。
以
上
の
例
に
は
、
単
純
な

写
し
崩
れ
か
ら
意
図
的
な
変
更
ま
で
種
々
の
場
合
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
を

一
つ

一
つ
分
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(三
)
図
様
比
較
C

C
は
基
本
的
な
図
様
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
四
十
八
段
が
該
当
す
る
。

た
だ
し
B
2
で
は
、
背
景
と
な
る
建
物
や
風
景
に
生
じ
た
異
同
は
無
視
し
た
の
で
、

そ
れ
ら
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
個
々
の
説
明
は
省
略
す
る
が
、
建
物
の
構
造

上
の
異
同
、
山
や
樹
木
の
表
現
の
相
違
、
そ
の
ほ
か
人
物
の
配
置
が
ず
れ
て
構
図

に
緊
張
感
が
な
く
な
っ
た
も
の
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多

数
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
部
分
は
転
写
の
際
に
生
じ
た
写
し
崩
れ
と
し
て
許
容

さ
れ
る
範
囲
内
の
も
の
で
あ
り
、
延
暦
寺
本
の
図
様
が
白
鶴
美
術
館
本
と
相
似
関

係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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(四
)
延
暦
寺
本
の
特
徴
と
諸
本

へ
の
影
響

右

の
比
較
に
よ
り
、
両
者
の
間
に
は
数

々
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
両
者
の
連
関
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
逆
に
、
延
暦
寺
本
の
図
様
が
基
本
的

に
は
白
鶴
美
術
館
本
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
示
す
結
果
と
な

っ
た
。
十
巻
を
通
覧
し
て
も
、
両
者
が
全

く
異
な
る
と

い
う
例
は
皆
無
で
あ
る
。
場
面
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
A
の
場
合

で
さ
え
、
画
面
上
の
異
同
は
図
様
の

一
部

に
留
ま
り
、
延
暦
寺
本
の
図
様
は
白
鶴

美
術
館
本
を
基
調
と
し
て
い
た
。
B

・
C
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
延
暦
寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本
か
ら
、
あ
る
い
は
白
鶴
美
術
館
本
そ

の
も

の
か
ら
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ

に
近

い
位
置
の
作
品
か
ら
派
生
し
た
写

本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
し

一
方
で
、
A

・
B
の
中
に
は
明
ら
か
に
意
図
的
と
思
わ
れ
る
異
同
が
含

ま
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば

m
-
2

「大
師
御
入
壇
事
」

・
孤
1
6

「大
塔
建
立
事
」

・
X
1

6

「
高
野
山
臨
幸
」
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
追
加
や
、

W
1

5

「宗
論
事
」

・
V
1
1

「
八
幡
約
諾
」
に
お
け
る
図
様
の

一
部
修
正
な
ど

は
、
先
行
本
の
図
様
を
単
に
転
写
す
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
改
変
し
た
も
の

と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
B
2
に
お
け
る
周
辺
モ
チ
ー
フ
の
異
同
や
、
そ

こ
で
は
無
視
し
た
背
景
の
異
同
、
そ
の
ほ
か
処
々
に
見
ら
れ
る
写
し
崩
れ
は
、
他

本
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
系
統
整
理
の
た
め
の
重
要
な
指
標
と
も
な
る
。

た
だ
し
、
両
者
の
間
に
見
ら
れ
る
異
同
の
す
べ
て
が
、
延
暦
寺
本
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
変
更
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
両
者
間
に
他
の
写
本
が
介
在
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
先
に
A
に
分
類
し
た
m
1
1

「渡
天
礼
拝
釈
尊
事
」
で
指
摘
し

た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
上
述
の
異
同
の
中
に
は
、
延
暦
寺
本
以
前
に
生
じ

た
変
更
を
継
承
し
た
も

の
と
、
延
暦
寺
本
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
変
更
と
が
混

在
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
次
章
で
論
じ
る
こ
と
に
し

て
、
こ
こ
で
は
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
を
対
比
さ
せ
て
お
こ
う
。

さ
て
、
延
暦
寺
本
の
重
要
性
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
図
様
が
後
世
の
諸

本
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
に
あ
る
。
例
え
ば
A
の
六
例
に
つ
い
て
は
、
個

人
蔵
本
は
V
-
2

「稲
荷
契
約
」
以
外
の
五
例
、
大
蔵
寺
本
は
六
例
す
べ
て
、
宝

集
寺
本
は
欠
失
す
る
第
五
巻
を
除
く
四
例
に
お

い
て
、
白
鶴
美
術
館
本
で
は
な
く

延
暦
寺
本
の
図
様
を
取
り
入
れ
て
い
る

(唯

一
の
例
外
で
あ
る
個
人
蔵
本
の

「稲

荷
契
約
」
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
)。
同
様
に
B
1
の
十

一
例
に
つ
い
て
も
、

右
で
指
摘
し
た
異
同
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
延
暦
寺
本
の
図
様
が
継
承
さ
れ
て

い
る
。
例
外
は
、
1
1
1

「誕
生
事
」
で
大
師
の
父
を
欠
く
の
は
延
暦
寺
本

(図

17
)
だ
け
で
あ
る
こ
と
と
、
H
-
8

「虚
空
書
字
事
」

・
X
1

4

「博
陸
参
詣
」

で
は
諸
本
の
表
現
に
相
違
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
B
2
の
大
半
は
登
場
人

物
の
数
や
配
置
に
関
す
る
異
同
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
本
で
さ
ら
に
異

同
が
生
じ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
、
例
え
ば
W
-
7

「高
雄
潅
頂
事
」
を

見
る
と
、
延
暦
寺
本

(図
23
)
で
増
加
し
た
十
四
人
の
僧
は
諸
本
で
も
そ
の
ま
ま

描
か
れ
て
い
る
。
同
様

の
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
り
、
B
2
に
つ
い
て
も
延
暦
寺
本
の

図
様
が
優
勢
で
あ
る
と
言
え
る
。
最
後

の
C
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
か

っ
た
が
、

背
景
と
な
る
建
物
や
風
景
に
生
じ
た
異
同
に
注
目
す
る
と
、
や
は
り
諸
本
の
図
様
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は
、
白
鶴
美
術
館
本
で
は
な
く
、
総
じ
て
延
暦
寺
本
に
相
似
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

右
の
こ
と
か
ら
、
個
人
蔵
本
以
下
の
三
者
は
、
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
、
そ
れ

が
変
容
し
た
延
暦
寺
本
の
図
様
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
次
章
で

は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
諸
本
の
図
様
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
か
ら
、

十
巻
本
の
転
写
の
系
統
に
つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

四

諸
本
の
図
様

(
一
)
個
人
蔵
本

個
人
蔵
本
の
図
様
は
、
前
章
の
最
後
で
述
べ
た
よ
う
に
、
白
鶴
美
術
館
本
と
延

暦
寺
本
の
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
総
体
的

に
は
後
者
に
よ
り
強
く
相
似
す
る
。
鹿

島
氏
の
分
類
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
第
三
類
に
加
え
る
べ
き
作
品
の
よ
う
に
見

え
る
。

し
か
し
、
本
絵
巻
独
自

の
特
徴
と
し
て
、
登
場
人
物
の
増
減
が
顕
著
で
あ
り
、

特
に
減
少
す
る
場
合
が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
表
現
を
簡
略
化
す
る
傾

向
も
強
く
、
例
え
ば
m
-
9

「着
岸
上
表
」
で
は
大
師
の
行
く
手
に
あ
る
は
ず
の

家
並
が
、
V
1

10

「真
如
親
王
」
で
は
他

本
が
御
簾
越
し
に
表
す
大
師
の
姿
が
、

田
1
3

「仁
王
経
法
事
」
で
は
東
寺
の
南
大
門

・
中
門
の
仁
王
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ

省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
X
1
6

「高
野
山
臨
幸
」
で
は
、
行
列
の
人
数
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
背
景
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
次
節
で
述
べ
る
。

図28個 人蔵本II-1天 狗問答(部 分)

こ
の
よ
う
な
簡
略
化

の
結
果
、
H
1
1

「天
狗
問
答
」
で
は
、
事
蹟
内
容
と
は

か
け
離
れ
た
図
様
が
出
来
上
が

っ
て
い
る

(図
28
)。
天
狗
を
退
散
さ
せ
る
た
め

に
、
大
師
が
自
ら
の
形
代
を
作

っ
て
楠
の
洞
の
中
に
安
置
し
た
と
い
う
事
蹟
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
は
、
住
房
の
中
に
座
る
大
師
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
二
度
繰
り
返
さ

契約(部 分)29個 人蔵本V-2
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れ
て
い
る
だ
け
で
、
楠
の
洞
も
形
代
も
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
白
鶴
美
術

館
本
や
延
暦
寺
本

(図
26
)
と
比
較
す
る
と
、
本
来
は
右
が
天
狗
と
問
答
を
す
る

生
身
の
大
師
、
左
は
安
置
さ
れ
た
形
代
で
あ
り
、
そ
の
間
に
見
え
る
低

い
屋
根
は

(
14
)

形
代
の
前
に
設
け
ら
れ
た
拝
堂
の
名
残
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
こ
と
か
ら
、
延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
前
者
に
先
行

性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
前
者
を
簡
略
化
し
た
も
の
が

後
者
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
推
定
は
V
1
2

「稲
荷
契
約
」
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
延
暦
寺
本

(図
12
)
は
先
述
の
如
く
白
鶴
美
術

館
本
の
第

一
場
面
を
欠
落
す
る
が
、
個
人
蔵
本

(図
29
)
に
は
そ
の
第

一
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
個
人
蔵
本
は
延
暦
寺
本

か
ら
派
生
し
た
写
本
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
W
1
1

「帰
朝
上
表

事
」
に
登
場
す
る
太
宰
大
監
高
階
真
人
は
、
白
鶴
美
術
館
本
と
個
人
蔵
本
で
は
束

帯
を
着
し
て
い
る
が
、
延
暦
寺
本
で
は
水
色
の
直
衣
に
変
わ
る

(図
27
)
。
着
衣

の
色
や
文
様
に
関
す
る
異
同
は
決
し
て
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
前
章
で
は

C
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
も
個
人
蔵
本
が
延
暦
寺
本
で
は
な
く
、
白
鶴
美
術
館
本

の
表
現
を
継
承
し
た
例
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
右
の
二
例
は
、
延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本
の
間
に
は
直
接
的
な
転
写
関
係

が
成
立
し
難
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
が
白
鶴
美
術
館
本
に
対

し
、
数
多
く
の
異
同
を
共
有
す
る
こ
と
も
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
上

記
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
白
鶴
美
術
館
本
以
降
に
、
延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本

の
共
通
の
祖
本
と
な
り
得
る
写
本

(仮
に
甲
本
と
称
す
る
)
が
、
さ
ら
に
詳
し
く

本m1天 狗問答事(部 分)

言
え
ば
、
こ
の
両
者
が
共
有
す
る
図
様
を

備
え
、
な
お
か

つ
右
の
二
点
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
を
伝
え
て
い

る
段
階
の
写
本
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ

る
。(二

)
大
蔵
寺
本

大
蔵
寺
本
に
つ
い
て
も
、
先
述
の
如
く
、

延
暦
寺
本
の
図
様
の
影
響
は
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
述
の
三
者
何
れ
と
も
異
な
る

独
自

の
表
現
も
多
く
見

い
出
さ
れ
る
。
そ

の
最
も
顕
著
な
例
は
H
-
1

「天
狗
問
答
」

で
あ
る
が
、
楠
の
洞
の
中
に
大
師
の
小
さ

な
形
代
を
祀
る
図
様
は
、
他
三
者
よ
り
も

蠣
嬉舗
難
轄
婦

　お
　

の
僧
を
先
導
役
に
仕
立
て
る
が
、
こ
れ
も
内
容
的
に
適
切
な
変
更
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
場
面
の
内
容
に
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
人
物
の
配
置
や
建
物
の
構

造
に
関
す
る
異
同
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
I
1

1

「
誕
生
事
」
で
は
、
大
師
の
父

母
が
左
右
反
転
し
、
別
室
の
二
人
の
武
士
は
馬
小
屋
の
右
に
移
動
す
る
。
4
1
3
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図31大 蔵寺本X-6高 野山臨幸(部 分)(左へ続 く)

図32個 人蔵本X-6高 野 山臨幸(部 分)(左へ続 く)

「救
火
災
」
で
は
、
構
図
全
体
が
左
右
反
転
し
、
N
1
6

「槙
尾
寺
」
で
は
、
第

一
場
面
と
第
二
場
面
が
逆
順
に
な
る
。
ま
た
I
1
5

「明
敏
篤
学
事
」
で
は
、
建

物
の
右
端
の
不
自
然
な
部
分
が
省
略
さ
れ
、
1
-
11

「明
星
入
口
事
」
で
は
、
住

房
に
付
書
院
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

右
の
こ
と
か
ら
、
大
蔵
寺
本
の
図
様
は
延
暦
寺
本
に
積
極
的
に
改
変
、
時
に
は

修
正
を
加
え
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
実
は
、
V
1

7

「南
円
堂
鎮
」
の

第

一
場
面
に
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
白
鶴
美
術
館
本
を
見
る
と
、
こ
の
場
面
は
五

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
延
暦
寺
本
は

一
人
欠
い
て
四
人
と
な
る

(図
13
)
。

と
こ
ろ
が
、
大
蔵
寺
本
は
五
人
に
戻
し
、
例
の
金
銅
の
筥

(前
章
の
図
様
比
較
A

参
照
)
が
既
に
掘
り
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
人
物
の
配
置
も
動
作

も
ほ
ぼ
完
全
に
白
鶴
美
術
館
本
に

一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
大
蔵
寺
本
に
つ
い
て

も
、
延
暦
寺
本
と
の
直
接
的
な
転
写
関
係
は
成
立
し
難

い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

筥
の
発
見
後
を
表
す
と

い
う
点
は
、
白
鶴
美
術
館
本
に
対
す
る
両
者
共
通
の
異
同

で
あ
り
、
同
様
の
事
例
が
ほ
か
に
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
、
両
者
に

共
通
す
る
祖
本

(仮
に
乙
本
と
称
す
る
)
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
大
蔵

寺
本
の
V
-
2

「稲
荷
契
約
」
は
、
延
暦
寺
本
と
同
じ
く
白
鶴
美
術
館
本
の
第

一

場
面
を
欠
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
異
同
を
乙
本
に
帰
す
る
な
ら
ば
、
乙
本

は
甲
本
よ
り
も
後
に
位
置
す
る
も
の
と
な
る
。

次
に
、
個
人
蔵
本
と
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
先
述
の
如
く
個
人
蔵
本
は
図
様

を
簡
略
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
大
蔵
寺
本
は
右
で
述
べ
た
よ
う
に
独
自
の
改

変
や
修
正
を
多
く
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
間
に
全
面
的
な
転
写
関
係
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が
あ
り
得
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
部
に
は
、
両
者
だ
け
に
共
通

す
る
図
様
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
X
-

2

「幡
慶
夢
想
」
で
は
、
幡
慶
と
そ
の
夢

の
中
に
現
れ
た
大
師
の
向
き
が
、
大
蔵
寺
本
と
延
暦
寺
本
で
異
な

っ
て
い
る
が
、

個
人
蔵
本
は
前
者
に
、
白
鶴
美
術
館
本
と
宝
集
寺
本
は
後
者
に

一
致
す
る
。
同
様

に
X
1
3

「遺
跡
影
向
」
に
登
場
す
る
縁
実
は
、
大
蔵
寺
本
と
個
人
蔵
本
で
は
右

向
き
に
座

っ
て
い
る
が
、
他
三
者
で
は
左
向
き
の
立
姿
で
表
さ
れ
る
。
些
細
な
異

同
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
致
は
偶
然
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
X
1
6

「高

野
山
臨
幸
」
に
お
い
て
も
、
行
列
の
構
成
、
そ
の
行
列
が
険
し
い
山
道
を
登

っ
て

行
く
様
子

(他
本
で
は
平
坦
な
道
を
進
む
)、
奥
院
の
瑞
垣
に
二
羽
の
鳥
が
止
ま

る
こ
と
な
ど
に
、
両
者
だ
け
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る

(図
31

・
32
)。
た
だ
し
、

大
蔵
寺
本
は
こ
こ
で
も
独
自
の
モ
チ
ー
フ

(輿
の
前
の
騎
馬
人
物
な
ど
)
を
追
加

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、

一
方
の
個
人
蔵
本
が
先
述
の
如
く

登
場
人
物
を
大
幅
に
省
略
し
て
い
る
た
め
、
両
者
の
図
様
を
比
較
す
る
と
、
大
蔵

(
16
)

寺
本
を
簡
略
化
し
た
も
の
が
個
人
蔵
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
X
1

4

「博
陸
参
詣
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
諸
本
の
表
現
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た

が
、
こ
の
場
合
に
も
、
個
人
蔵
本
は
大
蔵
寺
本
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
い
う
関
係

を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
大
蔵
寺
本

(
一
四
九
〇
年
)
が
個
人
蔵
本

(
一
四
七
四
年
)
に
影
響

を
与
え
た
と

い
う
図
式
に
は
、
制
作
の
順
序
が
逆
転
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
鹿
島
氏
に
よ
れ
ば
、
金
剛
福
寺

・
久
保
家
分
蔵
本

(
一
四

一
五
年
)

　じ

は
大
蔵
寺
本
と
図
様
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
も
し
右
の
例
に
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つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
蔵
寺

本
の
図
様

の
成
立
を
応
永
二
十
二
年

(
一
四

一
五
)
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
個
人
蔵
本
に
影
響
を
与
え

た
の
は
金
剛
福
寺

・
久
保
家
分
蔵
本
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
写
本
で
あ

っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
右

の
よ
う
な
例
は
第
十
巻
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
、
こ
の

一
巻
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
大
蔵
寺
本
の
図
様
は
、
こ
の
よ
う
に
白
鶴
美
術
館
本
、
個
人
蔵
本
、
さ

ら
に
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
宝
集
寺
本
と
も
、
他
に
は
見
ら
れ
な

い
二
者
間
だ

け
の
共
通
性
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
相
互
関
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。

(三
)
宝
集
寺
本

宝
集
寺
本
の
図
様
は
、
上
述
の
四
者
の
中
で
は
、
延
暦
寺
本
に
最
も
よ
く
相
似

す
る
。
し
か
し
部
分
的
に
は
、
よ
り
強
く
他
者
に
相
似
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

H
1
5

「入
唐
着
福
州
岸
事
」
の
第
二
場
面
は
、
椅
子
に
座
る
唐
人
と
虎
皮
の
敷

物
に
座
る
大
師
が
向
か

い
合
う
構
成
で
あ
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
に

(18
)

は
椅
子
も
敷
物
も
な
く
、
同
様
の
表
現
は
個
人
蔵
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
H

1
6

「入
唐
入
洛
事
」
で
は
、
長
安
に
向
か
う
行
列
の
表
現
が
諸
本
で
異
な

っ
て

い
る
が
、
個
人
蔵
本
と
宝
集
寺
本
は
、
後
者
が
前
者

の
人
物
を

一
人
欠
く
こ
と
を

除
け
ば
完
全
に

一
致
す
る
。
右
の
例
は
、
個
人
蔵
本
と
宝
集
寺
本
が
系
統
的
に
近

い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
方
、
W
1
8

「権
者
自
称
事
」
は
、
大
蔵
寺
本
と
の
共
通
性
を
示
す
例
で
あ

る
。
こ
の
事
蹟
も
諸
本
で
異
同
が
多
い
が
、
モ
チ
ー
フ
の
出
入
と
配
置
を
比
較
す

図33宝 集寺本

 

次
に
、
宝
集
寺
本
独
自
の
異
同
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

H
1
3

「渡
海
祈
願
」
の
宇
佐
八
幡
宮
で
は
、

宝
集
寺
本
は
正
面
向
き
に
捉
え
る
。
ま
た
W
1
2

自
身
の
向
き
は
白
鶴
美
術
館
本

で
は
な
く
延
暦
寺
本
以
下
の
諸
本
に

一
致
す
る

が
、
賀
春
明
神
の
社
殿
に
つ
い
て
は

「渡
海
祈
願
」
と
同
様

の
こ
と
が
言
え
る

(図
33
)
。
さ
ら
に
X
1

6

「高
野
山
臨
幸
」
に
お
い
て
も
、
奥
の
院
に
至
る
風
景

の
中
に
、
水
を
汲
む
僧
な
ど
の
独
自
の
モ
チ
ー
フ
が
見
い
出
さ
れ
る
。

さ
て
、
右

の
よ
う
な
特
徴
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
版
本
の

「高
野
大
師
行

状
図
画
」
を
見
る
と
、
画
面
が
短
く
切
り
詰
め
ら
れ
る
場
合
は
あ
る
に
し
て
も
、

登
場
人
物

の
数
も
配
置
も
、
ま
た
背
景
と
な
る
風
景
も
建
物
も
、
ほ
ぼ
完
全
に
宝

る
と
、
こ
の
両
者
だ
け
に

一
致
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
R
1
2

「門
徒
雅
訓
事
」

に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
白
鶴
美
術
館
本

の
図
様
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

(
18
)

た
が
、延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本
は
そ
の

誤
り
を
踏
襲
す
る
の
に
対
し
、
大
蔵
寺

本
と
宝
集
寺
本
は
と
も
に
修
正
し
た
図

(
19
)

様
を
描

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
制
作

時
期
の
先
行
す
る
大
蔵
寺
本
が
、
宝
集

寺
本
に
部
分
的
に
影
響
を
与
え
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

例
え
ば

他
本
が
斜
め
向
き
に
描
く
社
殿
を
、

「賀
春
山
生
木
」
で
は
、
大
師
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(20
)

集
寺
本
に

一
致
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
文
禄
五
年

(
一
五
九
六
)
に
開
版
さ
れ
た

版
本
は
、
詞
書
は

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
と
十
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」

(21
)

を
合
揉
し
、
絵
は
後
者
を
取
り
入
れ
た
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
言
う
十
巻
本

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
に
は
、
現
存
作
品
の
中
で
は
宝
集
寺
本

を
当

て
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宝
集
寺
本
が
欠
失
す
る

第
五
巻

の
図
様
を
、
版
本
を
用

い
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
V
1
2

「稲
荷
契
約
」
と
V
1
7

「南
円
堂
鎮
」
で

あ
る
が
、
前
者
は
白
鶴
美
術
館
本
、
個
人
蔵
本
と
同
じ
く
三
場
面
を
描
く
。
ま
た

後
者

の
第

一
場
面
は
、
筥
の
発
見
後
を
表
す
点
は
延
暦
寺
本
以
下
の
諸
本
と
同
じ

で
あ
る
が
、
登
場
人
物
は
五
人
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
白
鶴
美
術
館
本
、
大
蔵
寺

(
22
)

本
と

の
み

一
致
す
る
。
右

の
二
例
は
、
版
本
の
図
様
が
延
暦
寺
本

の
直
接
的
な

影
響
下
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
お
そ
ら
く
宝
集
寺
本
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
版
本
第
五
巻

の
そ
の
ほ
か
の
段
に

つ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
く
、
上
述
の
論
旨

に
反
す
る
図
様
は
見
あ
た
ら
な
い
。

図
34

十
巻
本

「
高
野
大
師
行
状
図
画
」

の
転
写
系
統

図

(案

)

白
鶴
美
術
館
本

1

(甲
本
)

(
=
二
一
九
)

(四
)
転
写
の
系
統

個
人
蔵
本
、
大
蔵
寺
本
、
宝
集
寺
本
の
図
様
に
つ
い
て
、
そ
の
相
互
関
係
お
よ

び
白
鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
が
、
上
記
五
者
の
転

写
の
系
統
を
考
察
す
る
上
で
、
も
う

一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
白
鶴
美
術
館

本
と
宝
集
寺
本
が
有
す
る
惣
持
院
本
の
筆
者
目
録
で
あ
る
。
こ
の
筆
者
目
録
の
存

在
は
、
両
者
が
同
系
統
に
連
な
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
伝
え
た
正
当
性
に
注
目
す
れ
ば
、
白
鶴
美
術
館
本
↓
宝
集
寺
本
の
流
れ
こ

(23
)

そ
が
十
巻
本
の
直
系
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
間
に
認
め
ら

れ
る
数
多
く
の
異
同
は
、
す
べ
て
転
写
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

で
は
、
白
鶴
美
術
館
本
↓
宝
集
寺
本
を
機
軸
と
し
て
、
他
の
諸
本
を
位
置
づ
け

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
延
暦
寺
本
は
筆
者
目
録
を
伝
え
て
い
な

い
の
で
、
明
ら
か
に

傍
系
に
位
置
す
る
。
個
人
蔵
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
宝
集
寺
本
と
の
み
共
通
す
る

図
様
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
V
1
2

「稲
荷
契
約
」
に
注
目
す
る
と
、
白
鶴
美
術
館

本
、
個
人
蔵
本
、
宝
集
寺
本
が
同
じ
図
様
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

延
暦
寺
本
よ
り
は
直
系
に
近

い
位
置
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
大
蔵
寺
本

延
暦
寺
本

i
(
一
四
〇
七
)

(金

剛

福

寺

・
久

保

家

分

蔵

本

)

(
一
四

一
五
)

＼

個

人

蔵

本

(
一
四
七

四
)

大
蔵
寺
本

(
一
四
九
〇
)

宝

集

寺

本

1

(版

本

)

(
一
五
〇
六
)

(
一
五
九
六
)
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に
つ
い
て
は
、
筆
者
目
録
が
な
い
こ
と
、
ま
た
V
1
2

「稲
荷
契
約
」

の
図
様
は

延
暦
寺
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
傍
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
V

1
7

「南
円
堂
鎮
」
の
図
様
の

一
部
が
延
暦
寺
本
で
は
な
く
、
白
鶴
美
術
館
に

一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
延
暦
寺
本

の
下
位
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
延
暦
寺
本
と
平
行
す
る
傍
系
に
位
置
す
る
も

の
と

推
定
し
て
お
き
た
い
。
な
お
金
剛
福
寺

・
久
保
家
分
蔵
本
は
、
鹿
島
氏
の
分
類
に

従
え
ば
、
大
蔵
寺
本
の
上
位
に
置
く
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

先
に
、
延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
甲
本
、
ま
た
延
暦
寺

本
と
大
蔵
寺
本
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
乙
本
の
存
在
を
想
定
し
た
が
、
右

の
位

置
関
係
に
そ
れ
ら
を
組
み
込
み
、
各
作
品

の
制
作
年
代
を
考
慮
し
て
構
成
し
た
も

の
が
、
図
鈎
の
転
写
系
統
図
(案
)
で
あ
る

(実
線
は
全
体
的
な
影
響
を
、
点
線
は

部
分
的
な
影
響
を
示
す
)。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
前
章
で
指
摘
し
た
白
鶴
美

術
館
本
に
対
す
る
延
暦
寺
本
の
異
同
の
大
部
分
は
、
甲
本
あ
る
い
は
乙
本
に
帰
す

べ
き
も

の
と
な
り
、
延
暦
寺
本
独
自

の
異
同
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
、
I
1
1

「
誕
生
事
」
に
お
け
る
大
師
の
父
の
欠
落
、
ま
た
V
1
7

「南
円
堂
鎮
」
に
お
け

る
人
夫
の
欠
落
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で
あ

っ
た

こ
と
に
な
る
。
な
お
大
蔵
寺
本
と
個

人
蔵
本
の
間
に
認
め
ら
れ
た
部
分
的
影
響
は
、
実
際
に
は
大
蔵
寺
本
に
先
行
す
る

写
本
か
ら
個
人
蔵
本
へ
の
影
響
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

に
該
当
す
る
現
存
作
品
と
し
て
金
剛
福
寺

・
久
保
家
分
蔵
本
を
当
て
た
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
未
確
認
で
あ

る
。
ま
た
、
十
巻
本
の
直
系
で
は
な

い
が
、
版
本
の
図
様
は
宝
集
寺
本
の
延
長
線

上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
現
存
作
品
の
図
様
を
比
較
検
討
し
た
結
果
か
ら
、
諸
本
の
転
写
系
統
に

つ
い
て
最
も
単
純
な
図
式
を
想
定
し
た
が
、
実
際
に
は
、
今
は
失
わ
れ
た
多
く
の

写
本
が
、
系
統
図
の
作
品
間
に
引
か
れ
た
線
上
に
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

派
生
し
て
い
く
傍
系
の
線
上
に
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
甲
本
、
乙
本
と
仮

称
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
、

一
つ
の
特
定
の
作
品
と
言
う
よ
り
も
、
転
写
を
繰
り

返
し
た
何
本
か
の
作
品
群
と
み
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
新
た
な

出
現
を
期
待
し
つ
つ
、
現
状
で
の
考
察
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

結

語

本
稿
で
は
、
延
暦
寺
本
、
個
人
蔵
本
、
大
蔵
寺
本
、
宝
集
寺
本
、
以
上
四
者
の

概
要
を

一
覧
し
た
後
、
ま
ず
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
の
図
様
を
比
較
し
て
両

者
間
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
他
三
者
の
図
様

を
検
討
し
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
は
延
暦
寺
本
に
相
似
す
る
こ

と
、
し
か
し
延
暦
寺
本
か
ら
直
接
派
生
し
た
転
写
本
と
は
考
え
難
い
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
上
で
、
上
記
五
者
の
転
写
系
統
を
図
34
の
如
く
に
想
定
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
図
34
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
転
写
の
系
統
は
枝
別
れ
す
る
だ
け
で

な
く
、
時
と
し
て
融
合
す
る
場
合
も
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
相
互
関
係
を
可

能
に
し
た
の
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
制
作
環
境
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
こ
の
点
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
最
後
に

一
つ
の
見
通
し
を

示
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
十
巻
本
の
諸
本
に
は
惣
持
院
本
を
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は
じ
め
と
し
て
親
王
院
本
、
桜
池
院
本
、
宝
集
寺
本
な
ど
高
野
山
と
関
係
す
る
作

品
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
断
定
は
で
き
な

い
が
、
延
暦
寺
本
と
個
人
蔵
本
に
つ
い

て
も
高
野
山
内
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
惣
持
院
本
の
奥

書
に
は
門
外
不
出
が
唱
わ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
主
旨
は
延
暦
寺
本
と
大
蔵
寺
本

に
も
認
め
ら
れ
る
。
大
師
伝
絵
巻
は
重
宝

と
し
て
扱
わ
れ
、
た
や
す
く
寺
外
に
借

り
出
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
、

先
の
問
題
を
解
く
鍵
は
、
や
は
り
高
野
山
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
空
海
の
別

称
は
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
海
伝
絵
巻
で
も
弘
法
大
師
伝
絵
巻
で
も
な
く
、

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
を
原
題
と
し
て
い
る
点
に
、
既
に
十
巻
本
の
、
ま
た
そ

の
母
胎
で
あ
る
六
巻
本
の
高
野
山
中
心
主
義
が
表
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
転
写

の
過
程
で
も
、
高
野
山
を
中
心
舞
台
と
す

る
展
開
が
あ

っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
は
ま
だ
乏
し
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。注

(1
)
梅
津
次
郎

論
文

1

「池

田
家
蔵
弘
法
大
師
伝
絵
と
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
、
論
文
2

「
地
蔵
院
本
高
野
大
師
行
状
図
画
-

六
巻

本
と
元
応
本
と

の
関
係
ー
」
、
論
文

3

「東

寺
本
弘
法
大
師
絵
伝

の
成
立
」
、
『美

術
研
究
』
第
七
八

・
八
三

・
八
四
号

、
昭
和
十

三
年
。

『絵
巻
物
叢
考
』

(中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
)
所
収
。

(
2
)
注
1
梅
津
論
文

1

・
2
。

(
3
)
長
谷
宝
秀

「
弘
法
大

師
絵
伝

目
録
」

『弘
法
大
師
行
状
絵
詞
伝
』
弘
法
大
師

一
千
百
年

御
忌
事
務
局
、
昭
和
九
年
。

(4
)
梅
津
次
郎

「
弘
法
大
師
絵
巻

の
諸
本

に
つ
い
て
」

『弘
法
大
師
行
状
絵
巻
』
東
京
美
術
、

昭
和
五
十
六
年
。
梅
津
次
郎
編

『弘
法
大
師
伝
絵
巻
』
角
川
書
店
、
昭
和

五
十
八
年
。

(5
)
宮
島
新

一

「巨
勢
派
論

(下
)
1
平
安
時
代

の
宮
廷
絵
師
1
」

『仏
教
芸
術
』
第

一
六

九
号
、
昭
和
六
十

一
年

。

(6
)
鹿
島
繭

「
『弘
法
大
師
伝
絵
巻
』
十
巻

本
に

つ
い
て
」

『
M
U
S
E
U
M
』
第

五

一
四

号

、
平
成
六
年
。

(
7
)
拙
稿

「
三
大
寺
家
旧
蔵

『
高
野
大
師

行
状
絵
』
考
ー
逸
翁
美

術
館
本
を
中
心

に
ー
」

武
田
恒
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編

『美
術
史

の
断
面
』
所
収

、
清
文
堂

出
版

、
平
成

六

年

刊
行
予
定
。

(8
)
拙
稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻

の
諸
問
題
」
『
国
際
交

流
美
術
史
学
会
第

八
回

シ
ン
ポ
ジ
ア

ム
説
話
美
術
』
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会

、
平
成

二
年
。

(
9
)
十
巻
本

の
完
本

と
し

て
は
、

こ
の
ほ
か
六
地
蔵
寺

本

(天
文
十
五
年
、

一
五
四
六
)

が
知
ら
れ

る
が
、
構
成

に
も

図
様

に
も
独
自

の
改
変
が
顕
著
で
あ
り
、
異
本
的
な
正

確
が
強

い
の
で
除
外
す

る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
別

の
機
会
に
改
め

て
論
じ
る

こ
と

に
し
た

い
。

(
10
)
調
査
時

に
は
、
糊
が
剥
が
れ

て
離
脱
し
た
料
紙

や
錯
簡
が
あ

っ
た
が
、
そ

の
後
、
修

理
さ
れ
た
と
聞
く
の
で
、

こ
の
点

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

(
11
)
た
だ

し
白
鶴

美
術
館
本

で
は
、
「
左
衛

門
尉

」

の

「
尉
」

の
字

が
落

と
さ
れ
、
ま
た

「惣
持
院
」
が

「惣

分
中
」

に
改
窟
さ
れ

て
い
る
。
注

4
梅
津
論
文
参
照
。
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(
12
)
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(
16
)

18172019
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白
鶴
美

術
館

本
に

つ
い
て
は
、
注

4
梅
津
編

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』

の
カ

ラ
ー
図
版

を
参
照
さ
れ
た

い
。

こ

の
点
に

つ
い
て
は
既

に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
注

8
拙
稿
六
十
六
頁
。

白

鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本

の
図
様
に

つ
い
て
は
、
注

8
拙
稿
六
十
八
頁
参
照
。

第
三
場
面

は
、
詞
書
の

「
夢

の
中

に
人
あ
り

て
告
げ

て

い
は
く
」

に
対
応
す
る
も

の

と

考
え

ら
れ
、
大
師
が
先

に
立

つ
図
様
よ
り
も
、
「
人
」

に
先
導
さ
れ

る
図
様

の
方
が

適

切
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
な

お
白

鶴
美
術
館
本

の
図
様

に
は

、
他

の
事

跡

の
図
様

が
窟

入
す
る
と

い
う
問
題
が
あ

る
が
、
そ

の
点

に

つ
い
て
は
、
注

8
拙
稿

六
十
八
-

六
十
九
頁
参
照
。

逆
に
、
個
人
蔵
本
を
修
飾

し
た
も

の
が
大
蔵
寺
本

で
あ

る
と
考
え

る
こ
と

は
で
き

な

い
。

な
ぜ
な
ら
、
個
人
蔵
本
が
省
略

し
た
モ
チ
ー

フ
の
中

に
は
、
延
暦
寺
本
と
大

蔵

寺
本

に
共
通
す
る
人
物
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

注

6
鹿
島
論
文
三
十
三
頁
。

大
蔵
寺
本

に
は
、
椅
子
は
あ

る
が
虎
皮

の
敷

物
は
な

い
。
ま
た
、
第

一
場
面

に
も
独

自

の
異
同
が
あ
り
、
宝
集
寺
本
と
は
異
な
る
図
様
に
な

っ
て

い
る
。

注

8
拙
稿
七
十
四
頁

の
注

12
参
照
。

こ
の
事

実
は
本
稿
執
筆
中

に
気
付

い
た
も

の
で
あ
る
。
版
本
に

つ
い
て
は
、
詞
書

の

問
題
も
含
め
て
別
の
機
会

に
論
じ
る

こ
と
に
し
た

い
。

注

1
梅
津
論
文
1
。

な

お
個
人
蔵
本

で
は
、
登
場
人
物
は
三
人

に
減
少
す

る
。
し
か
も
、
筥
を
持

つ
男
以

外

の
二
人
は
、
延
暦
寺
本

に
も
描

か
れ
て
い
る
人
夫

の
中

の

一
人
を

二
度
繰
り
返

し
た

(
23
)

も

の
で
あ

る
。

白
鶴
美
術
館
本

が
惣
持
院

本
そ

の
も

の
で
な

い
場
合

に
は
、
惣

持
院
本

か
ら
白
鶴
美

術
館

本

の
系

統
と
宝
集
寺
本

に
連

な
る
系
統

が
別
個

に
派
生

し
た
可
能
性
も
考
慮

さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

で
き

る
だ
け
単
純
化
す

る
た
め

に
白
鶴
美
術
館
本
を
宝
集
寺

本

の
祖
本

に
当

て
た
。

(付
記
)

本
稿
を
な
す

に
あ
た
り
、
所
蔵
者
各
位

な
ら
び

に
延
暦
寺

国
宝
殿

の
中
野
英

勝
氏
、
同
じ

く

三
井

田
妙
久
氏
、
奈
良
国
立
博
物
館

の
梶
谷
亮
治
氏
、
白
鶴
美
術
館

の
山
中
理
氏
、
摂
南

大
学
国
際
言
語
文
化
学
部
助
教
授
岩

間
香
氏

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
故
梅
津
次
郎

先
生

に
は
、
宝
集
寺
本

の
調
査

に
同
行

さ
せ

て
い
た
だ

い
た

こ
と
を
は
じ
め
と

し
、
数

々
の

ご
教
示
を
賜
わ
り
ま

し
た
。
末
筆
な
が
ら
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一42一




